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被災地に息の長い見守りを

　岡山県内で死者･行方不明者64人が出た西日本豪雨は、

12月６日で被災から５ヵ月となりました。甚大な浸水被

害を受けた倉敷市では復興に向け、住民と懇談会を始め

ていますが、なお数十人の住民が避難所生活を強いられ

ています。被災後の体調悪化による「災害関連死」も出

ており、冬場の寒さ対策を含め、きめ絹かい対策が求め

られています。

ﾓﾝｺﾞﾙ元保健副大臣から送られた100足のｿｯｸｽを受け取る片岡総社市長（左）

　倉敷市災害ボランティアセンターによると、同市真備町

地区ではこれまで延べ５万８千人のボランティアが計３

干件の依頼を完了させてきました。参加者は７月15日に

最多の2､300人にのぼったものの、９月にはピーク時の三

分の一以下の700～100人台に減少しています。

　同センターは「ニーズは今も変わらない。できる限り協

力してほしい」と呼び掛けていますが、依然、被災者の要

請に十分、応じきれておらず、今も片づけが手つかずの

家屋が残っています。

　岡山県は「晴れの国」と呼ばれています。降雨量１ミ

リ未満の日数が全国の県庁所在地で最も多く、瀬戸大橋

が開通した1988年の翌年から観光や農産物をPRするた

めのキャッチフレーズとして使われるようになりました。

　それから30年という月日の経過とともに「晴れの国」

は被災が少ないというイメージが行政や住民の心に染み

込み、油断となったのかもしれません。「災害はいつ、ど

こで起きるか分からない」－。この言葉をあらためて胸に

強く刻むとともに、AMDAをはじめ皆様方の被災地への

息の長い見守りが欠かせません。

　　　　　　　　　　　　　（広報担当参与・今井康人）

活動に参加して

　発災翌日（9月７日）空路北海道入りし、レンタカーに

て最大震度７を記録した厚真町に入り、AMDA支援農家

のボランティアさん５名との炊き出し及び夜間対応が必

要と思われる厚真中央小学校の避難所への看高師の夜間

対応を行いました。

　炊き出しでは、避

難者の方から「わざ

わざ岡山から来てく

れたん？美昧しかっ

たよ｡」と喜んでいた

だきました。

　避難所では、当初、

避難者・避難所運営

者共に疲れがみえる

中、夜間に医療専門　　避難者から話を聞くAK）A調整員

職が常駐する形をとることで､双方から「安心できる｡」「落

ち着いて運営ができる｡」と幾ばくかの安心感を持ってい

ただくことができたようで、非常にうれしかったです。

　夜間対応を地元の団体に引き継いで当地を去る時、仮

設住宅の建設が決まりました。まだまだこれから復旧・復

興へ向けて長い日々が続きます。今後とも遠く岡山の地か

ら経過を見守りたいと思います。

　（AMDA本部職員　三宅　孝士・赤磐市役所より出向中）

緊急救援チームが現地入り

　６月18日７時58分大阪府北部で地震が発生、同日

AMDA職員２名が現地入り、最大震度６弱を観測した大

阪府高槻市と茨木市の計６か所の避難所で巡回調査を行

いました。

　避難者の方からは、慣れない環境で寝られずに夜を過

ごしたという声も耳にしました。地元の医療機関が立ち上

がっていたことと、保健師による巡回も行われていたこと

から、支援ニーズはないと判断しましたが、今後もあら

ゆる災害に対し迅速に対応していくAMDAでありたいと

思っています。　（プロジェクトオフィサー　神倉裕太郎）
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・インド連邦・ケララ州洪水被災者に対する

緊急救援活動

　インド連邦南部に

あるケララ州で100

年に一度といわれる

大規模洪水が８月

15日に発生。死者

約500人、最大避j｡　・

難者数は100万人に上りました。 AMDAはチェンガヌー

ルロータリークラブ協力の下、被災者と一緒に選んだ調

理器具などを４地域198世帯に、スクールバッグとノー

ト５冊を被災した生徒50人に配布しました。また、現地

医療団体であるセワ・バラティと協力し、インド、ネパー

ル、日本からなるAMDA多国籍医療医師団による被災者

医療支援活動を４地域512人に対して行いました。

　圓州内で被災を免れた人たちは、被災者と一丸になっ

て泥かきをしていたり、AMDAの活動にご参加くださっ

たインド伝統医療であるアユルベーダ医師のように、支

援活動に積極的に参加していたのが印象的でした。

　　　　　　　　　　　　　(インド担当　岩尾　智子)

・インドネシア・ロンボク島地震

　緊急医療支援活動　　　　　－

　インドネシア、ロンボ

ク島で７月29口にマグ

ニチュード(M)6.4、そし

て８月５日にM7.0の地

震が発生。最初の地震発s¨

生後の８月１目にAMDAインドネシア支部は、医師２名

を含む第１次医療チームを現地に派遣、被災者を対象に

巡回診療等を行いました｡ M7.0の地震の被害状況も鑑み、

同月８目に同支部は第２次医療チームを派遣。チームは、

被災地近くの病院にて麻酔科医として手術協力、避難所

での診療、物資支援などを実施しました。手術に参加し

た麻酔医は、手術中余震にあいながらも患者を置いてい

けず、病院が無事であるようにと祈るしかなかった、と後

目語りました。

　16目には苛波茂AMDAグループ代表とタンラAMDA

インドネシア支部長が活動地を訪問、食料や飲料などを

現地自治体に寄付しました。

　今回の地震により死者が460人以上、7､000人以上が

負傷と発表されています。

　　　　　(GPSP支援局総務担当　ブルックス　雅美)

■フィリピン災害支援活動

　９月15日に台風22

号がフィリピン・ルソ

ン島北部に上陸、相

次いで、モンスーンに

よる豪雨がセブ島を

襲いました。それぞ

｜

｜

｜

ｉ

ｌ

｜

れの地域で土砂災害などが複数発生、150人以上の人々

が亡くなるなど甚大な被害が出ました。この状況を受け、

AMDAから調整員１名が26日に現地入り、フィリピン大

統領府との協力協定の下、大統領府職員やフィリピン空

軍及びフィリピン海軍の協力を得ながら、３地域の５力

所の避難所等にて計882世帯に対し物資支援活動を現地

にて行いました。被災者の方の中には宗や仕事を失って

しまった方も多く、食べ物や仕む場所など今後の生活に

関して不安な気持ちで避難所で過ごされている様子でし

た。支援を行った際、被災者の方に「支援をしてくれて

ありがとう」と堅く握手を求められました。一刻でも早く

被災者の方々が元の生活に戻れるように願っています。

　　　　　　（プロジェクトオフィサー　神倉　裕太郎）

・インドネシア・スラウェシ島地震

　被災者緊急医療支援活動

　現地時間９月28目

午後、インドネシア・

スラウェシ島にて最大

マグニチュード7.4の

地震が頻発、加えて

３メートル以上の津波

が町を襲いました。

！

ｉ

ｉ

－
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　インドネシア支部は10月１日に医療チームを派遣、被

災他の病院で手術協力を回始しました。また､第２次チー

ムが食料などの物資支援を実施しました。

　日本からも医療者３名を６日に派遣、うち看護師１名

は支部で調整を、医師、看護師各１名は被災他にてイン

ドネシアチームと合流し手術協力のほか、複数の避難所

にて診療を実施、被災後病院に行けなかった負傷者を見

つけ処置を行うことができました。

　10月16日に日本からの医療チームは無事帰国、その

後インドネシアチームも被災他での悪天候などにより活

動を中止していますが、同支部は11月22日より精神面

でのケアも含めた支援を実施しました。

　　　　　(GPSP支援局総務担当　ブルックス　雅美)

」
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気仙沼市南町紫神社前商店街事務局長・ＡＭＤＡ参与

震災から早いもので７年半が過ぎようとしています。　　;，

特に、東日本大震災の後に各地で災害が続き、とても嫌

な気持ちになっています。懸命な復興作業が各地で行わ

れている事と思います。私たちは当初は５年という期間で

ある程度の復興が出来ると思いましたが、とても無理だっ

たのだと実感しています。

　私達の商店街も昨年オープンし今年の11月で１周年を

迎えましたが、周りの区画整理事業もまだ終わらずインフ

ラ整備も整っておらず、人が戻って来るまでには今、少し

時間がかかり、そうしている内に新しい地域での生活を始

めている人達は、もう戻っては来ないという悪循環が続い

ています。人口も年々減少しており、住民不在の街づくり

の感じが否めません。やはりスピード感をもって復興に取

り組まなければいけなかったのでは、と思います。スピー

ドというものにはお金もある程度かかる事と、人と分かり

あう力がどうしても不可欠です。色々な事を想定して災害

に取り組まなければならないと、改めて考えさせられた商

店街１周年になりました。

　また、復興公共事業の方も防潮堤の高さのミス、事業

震災後３回目のコミュニティづくり

　アムダ大槌健康サポ→センター　佐々木賀奈子

遠
野
悟
堂
の
里
山
祭
り
に
雑
貨
を
販
売

　現在大槌では震災後３回目のコミュニティ作りを必要

としています。１回目は避難所、２回目は仮設住宅で、三

回目は終の棲家の復興住宅や自宅再建した地区でのコ　｜

ミュニティ作りです。

　アムダ大槌健康サポートセンターでは、さをり織り、木

工、手芸、郷土料理、体笑教室、鍼マッサージ治療を継

続しております。物作り健康作りだけでなく、お互いを気

遣い、声かけをして支えあっています。手作り品の販売と

各教室の広報に力を入れ、生きがい、やりがい、心身共

に健康になれる憩いの場、大槌健康サポートセンターを

継続していきます。私達が皆様からずっと御支援して頂い

たお陰で今があります。今後は真心のお返し、相互扶助

の精神を伝え続けていきたいと思っております。

坂本　正人

　　　　　紫神社前商店街のハロウィンイベントの様子

者の倒産などまだまだ周りには問題が山積みです。そん

な中、商店街の人達にも頑張って頂き賑わい作りに取り

組んでいます。先日は、ハロウィンイベントを間催し、大

勢の子どもたちやお客様が来て下さり、私たちが目指す１

つ、子つの子どもたちの集まる商店街が見えてきました。

やはり、子どもたちの笑顔は素晴らしいものです。それに

伴い、７年間も被災地に目を向けて下さっているアムダの

姿勢には、本当に感謝しております。各地の災害を目の

当たりにして、自分たちに出来る事は何かを日頃から者え

ていきたいと思っています。

復興　これから正念場

　　一般社団法人Tsubomi代表理事　大久保彩乃

「
マ
マ
の
た
め
の
講
座
・
サ
ロ
ン
」

の
様
子

　東日本大震災から７年８ヶ月が経ち、大槌町も一歩一

歩復興に向け歩みを進めています。しかし、その一方で

人目流出には歯止めがきかず、特に若年層や子育て世代

の転出が多く見られます。実際、「子どもを安心して連れ

て行ける・遊ばせられる場所が少なく大槌での子育てが

不安」「大槌では将来に希望が見いだせない」等といった

悩みを抱える方も少なくありません。そのため、私たちは

母子の居場所・遊び場の剔出、若い女性のチャレンジ応

援等を行っています。現在、東日本大震災への支援も減

少している中で、ここからが復興の正念場だと思っていま

す。私たちは、大槌で暮らす誰もが笑顔になれる町づくり

に向け、これからも精一杯頑張ってまいります。
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　AMDAと岡山県赤磐市の共催「防

災国際フォーラム」が11月11日

赤磐市内の桜が丘いきいき交流セ

ンターで聞かれました。 2016年

にAMDAと赤磐市とが連携協定を

結んで以来、今回で３回目となる

フォーラムの内容は、赤磐市から

AMDAへの出向職員三宅孝士氏が

2018年５月以降参加したAMDA ・

を設け被災者自ら行動していくこと

が大切だとお話しいただきました。

　また後半は「AMDAスリランカ

平和構築プログラム」でスリラン

カを訪問した中学生、高校生の活

動報告がありました。プログラムに

参加した赤磐市の中学生５名の内、

11目は４名で異文化体験の中で学

二⊇示融聯ｦんだ事や、日常の当たり前のありか

の西日本豪雨災害被災者支援、スリ　スリンランカを訪問した中学生と高校生の発表の様子　　たさについて報告、次にAMDA中

ランカ平和構築プログラムと北海道胆振東部地震被災者　　学高校生会の４名は、笑顔で交流するだけでなく現地の異

支援の報告に続き、赤磐市出身太田裕之氏の災害に対す　　なる民族の生徒たちを繋ぐ役割の大切さについて報告しま

る講演がありました。太田氏は今回の西日本豪雨災害時、　　した。同じく参力日した広島県立福山誠之館高校生２名は平

倉敷市真備町で被災。岡田小学校が避難所開設された際

に運営のボランティアスタッフとして活動されました。被

災者名簿を作成し、配慮が必要な人を把握する等の体験

を通して、行政や学校だけに任せるのではなく、自治組織

　ロヒンギャ難民は、ミャンマー

に暮らすイスラム系少数民族です。

昨年2017年８月末以降、難民が

隣国バングラデシュに大量流入し

たため、AMDAは2017年10月よ

り１年間の予定でAMDAバングラ

デシュ支部と日本バングラデシュ

友好病院を中心に緊急医療支援を

行ってきました。主に、ロヒンギャ

難民キャンプ最大のクトゥパ

和について広島が果たす役割と国際貢献について報告をし

ました。最後に、生徒１人１人が活動参加の動機や活動

前後の自分自身の考えの変化などを自分の言葉で発表しま

した。（AMDAボランティアセンター事務局長　竹谷　和子）

ネパール人医師（左）が診察する様子

なく難民の未来を見据えた長期的

な支援に移行する時期となってい

ます。そのため、2018年11月、

現状把握と今後の活動の可能性の

検討・調整のため日本とネパール

より医師を各１人、AMDA本部職

員１人を現地に派遣中です。また

NPO法人TMATとも合同事業とす

ることが決定し、医師の派遣を予

定しています。 2017年８月25日

ロン難民キャンプに開設した診療所で診療、医薬品処方　　以降新たにバングラデシュに流入したロヒンギャ難民は

を行っています。また、AMDA多国籍医師団として海外　　73万３千人、それ以前からの人数を合計すると、推定難

からも医療者の派遣を実施。 2018年10月までにのべ　　民数は90万１千人となっています（2018年11月15口

35､000人を診療しました。

　人道危機発生から１年が経過し、緊急期の支援だけで

現在UNHCR（国際連合難民高等弁務官事務所）発表）。

　　　　　　　　　（バングラデシュ担当　橋本　千明）

　　国内外で猛威をふるった自然災害－。 AMDAは今年も被災地への職員派遣､情報収集､ホームベー

ジヘの「速報」掲載…と多忙な日々を送りました。

　特に西日本豪雨の際は、被害が出た翌日の７月７日から約２ヵ月間、緊急救援の職員が現地合同対

策本部と被災地に張り付き、AMDA本部内にいる後方支援職員はわずか２～３人の状態。多くのボラ

ンティアさんの力を借りて、乗り切ることが出来ました。「救える命があればどこへでも」－。 AMDA

の基本理念ですが、睡眠時間も削り猛暑の申、歯を食いしばって頑張った同僚を誇らしく感じます。

　今年も１年間、皆様には大変お世話になりました。心からお礼を申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報担当参与　今井康人）
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